
 
 
 

「世界の名将から学ぶ勝利をするために必要なチーム作り」 
～早稲田大学 OB の日本を代表する名監督と比較して～ 

How to build a team which can win learning from the worlds greatest coaches. 
-Comparing with the famous coaches in Japan who graduated Waseda University- 
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【目的】 
プロの監督は、最もその危機に立つとてもシビアな

職業である。勝利を義務付けられる中で、サッカーと

いう絶対がないスポーツで、様々な問題をクリアしな

がら勝利をするために独自の手腕でチームを上げなく

てはならない。世界の名将は、日本よりも高いレベル

の中で、勝利をし続けている。絶対が無いスポーツの

中で世界の監督はどのようなチーム作りをしているの

かという事を、日本を代表する監督と比較しながら研

究・考察する事を目的とした。 
 

【方法】 

FIFAチャンピオンズリーグにて、二回以上優勝して

いるジョゼ・モウリーニョ、ジョゼップ・グラウディ

オラ、カルロ・アンチェロッティ、フース・ヒディン

グの世界の名将と呼ばれる監督と早稲田大学 OBで、日

本を代表する、岡田武史、西野朗、城福浩の監督のメ

ンタルモデルをそれぞれ導きだし、海外の監督の共通

点、日本の監督の共通点を出し、比較する。 

モウリーニョは、チームマネージメント、質の高い

練習、プレーの原則を大事にしていく中で、チームの

連携・団結したチームを目指していて、勝利を勝ち取

るというメンタルモデルである。グラウディオラは、

チームマネージメント、スペクタルなサッカーハード

トレーニングを大切にして行くなかで、チーム団結し

たチームを目指し、勝利を勝ち取るというメンタルモ

デルであった。ヒディングは、チームマネージメント、

トータルフットボール、ダーティープレーを大切にし

ていて、ヒディングなりの世界一流のチームを目指し、

勝利を勝ち取るというメンタルモデルであった。アン

チェロッティは、チームマネージメント、攻守の切り

替え、選手を活かした戦い方を大切にして行くなかで、

最高のチーム作りを目指し、勝利を勝ち取るというメ

ンタルモデルであった。 

 岡田は、チームマネージメント、チームコンセプト。

チームフィロソフィが大切にしていく中で、脱チーム

フィロソフィのチームを目指し、勝利を勝ち取るとい

うメンタルモデルである。西野朗は、チームマネージ

メント、チーム戦術、外国籍に頼らないチーム作りを

大切にして行くなかで、攻撃的なチーム作りを目指し、 

勝利を目指している。城福は、チームマネージメント、

ボールポゼッションチームフィロソフィが大切な中で、

情熱のあるチーム作りを目指し、勝利を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果】 

 海外の監督の共通点として、海外の監督の共通点と

して、チームマネージメントでは、コミュニケーショ

ンとチーム団結の二つが挙げられる。コミュニケーシ

ョンを取りながら監督がチームの輪の中でリーダーシ

ップをとり、団結させ、チームをひとつのベクトルに

向けてパワーを放出することができるように力を注い

でいる。 
 戦術面では、全体をコンパクトに保ち、ボールを奪

われた時に、相手にプレーできるスペースをなくし、 
自由を与えることなく、前線からすぐに守備に行くこ 
とや、相手のクリアボールを先に触り、二次攻撃、三

次攻撃につなげる事ができる。全体をコンパクトにす

ることは共通して言えるところである。 
日本の監督の共通点として、チームマネージメントで

は競争心があげられる。「競争」の環境を作る事で、ポ

ジション争いが激しくなり、チームのレベルアップに

もつながると日本人監督は考えている。 
 戦術面では、守備のところで、コンパクトに保つこ

とが共通している。相手に自由にプレーできるスペー

スをなくし、自由にさせることなく、二次攻撃、三時

攻撃につなげるためにも、全体をコンパクトにするこ

とが大切だと考えている。 
 

【考察】 

日本の監督が、「世界の名称から学ぶ勝利をするために

必要なチーム作り」として、海外の監督から学ぶ事は、

チームマネージメントのところで監督と選手との距離

をとって接するのでなく、コミュニケーションを取り

ながら、選手との距離を縮め、チームメイトの輪の中

心でリーダーシップを発揮し、精神的な部分のケアを

十分にすることと、チームをひとつの方向へベクトル

を向かわせ、チームとして戦うチームをつくりあげな

くてはいけないという所である。 
 
 

 

 


